
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陸上の山縣亮太選手が鳥取市で行われた男子100メートルのレースで9秒95の日本新記録

をマークしました。山縣選手は、鳥取市で行われた「布勢スプリント」に出場し男子100メートル予

選で追い風1.7メートルのなか今シーズン国内最高となる10秒01の好タイムをマークし決勝に進

みました。 

決勝は追い風2メートルと予選より強い追い風が吹くなか、持ち味のスタートからスムーズに加

速し中盤で先頭に立つと、その勢いのままトップでフィニッシュしました。注目のタイムは9秒95で、

サニブラウン アブデル・ハキーム選手が2019年にアメリカでマークした日本記録を100分の2

秒更新しました。山縣選手は日本選手として4人目の9秒台です。 

山縣選手がマークした9秒95という日本記録のタイムは、どのような位置づけにあるのか。陸上

の国際団体、世界陸連のホームページによりますと、ことしのタイムでは世界で8位に並ぶもので

す。また、前回のオリンピック、2016年のリオデジャネイロ大会では、3組あった準決勝では全体

で4番目に速いタイムで決勝進出が可能となり、決勝では6位相当のタイムです。 

さらに直近となる2019年の世界選手権でも、3組あった準決勝の全体で2番目に速いタイムで

決勝進出が可能で、決勝では5位に相当するタイムとなり、最高峰の舞台でも世界トップクラスの

選手たちに十分匹敵することがわかります。 

日本新記録をマークした山縣亮太選手が会見し、「今大会はオリンピックの参加標準記録の突

破を一番の目標にしていたが、9秒台は長年の夢だったのでうれしかった。まだ実感が無いという

わけではないがふわふわした感じがある。家に帰ってかみしめます」と喜びを語りました。 

多田選手に先行された決勝のレースについては「ラストまで集中力を切らさず自分のペースを

崩さないように意識していたので、それがうまくはまってラストでかわすことができた。スタートで先

行できなかったので、まだまだかなと思うところはあるが全体的に中盤から終盤のペースを乱さな

い走りが好記録につながったと思う」と振り返りました。 

山縣選手は肺の病気や相次ぐケガに苦しんできましたが「けがというのは自分の走りの課題を

つきつけるものと思っていた。けがを克服できればもっともっといい走りができると信じてここまでト

レーニングしてきたので実を結んでよかった」と話しました。 

 

全日空が9秒95の山県亮太に祝福の機内アナウンス「コロナ禍に明るいニュース」 

陸上の布勢スプリントで男子100メートルの日本新記録9秒95を出した山県亮太（28＝セイコ

ー）に、全日空から粋なプレゼントが届いた。レースから一夜明けた7日、鳥取空港から羽田空港

へ向かう機内で、キャビンアテンダントが祝福のアナウンス。「昨日、鳥取市の陸上競技場で男子

100メートル決勝が行われました。9秒95の日本記録をマークした山県亮太選手おめでとうござ

います。コロナ禍の暗く不安な日々の中、明るく胸躍るニュースを届けてくださり、ありがとうござい

ます。これからも山県選手のご活躍をお祈り申し上げます」という声が響くと、機内から拍手が起き

た。機長もこう続けた。 

  「今後の活躍を期待しております。中学時代の100メートルの自己ベストが12秒00の機長より、

お祝いを申し上げます」（機長さんのユーモアあふれるアナウンスですね） 

  予想外の展開に、山県は「恥ずかしい。うれしいです。こんなこと、なかなかあることじゃないの

で」と照れていた。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 
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お ぐ ら ＜校訓＞ 
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陸上 山縣亮太 男子 100mで 9秒 95の日本新記録! 

 


